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田

茂

井
　

勇
　

人

丹
後
織
物
工
業
組
合

　 

理
　
事
　
長

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
よ
り
今
井
英
之

前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
理
事
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
理
事
長
と
い
う
大
役
を
担
え

る
か
随
分
悩
み
ま
し
た
が
、
副
理
事
長
を
は

じ
め
理
事
役
員
並
び
に
職
員
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
て
、
丹
後
産
地
・
組
合
の
発
展
に
寄

与
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

昨
年
、
丹
後
は
丹
後
ち
り
め
ん
創
業

３
０
０
年
を
迎
え
、
組
合
と
し
て
丹
後
ち
り

め
ん
創
業
３
０
０
年
事
業
実
行
委
員
会
と
連

携
し
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
和
装
業
界
は
構
造

的
不
況
が
続
く
中
に
あ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
更
に
厳

し
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
丹
後
産

地
の
生
産
量
も
著
し
い
減
少
と
な
り
、
加
工

場
も
雇
用
調
整
助
成
金
を
受
け
な
が
ら
臨
時

休
業
を
続
け
て
お
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
れ
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
が
行

き
わ
た
り
徐
々
に
以
前
の
生
活
に
近
づ
け

ば
、
完
全
に
戻
る
こ
と
は
な
い
か
も
分
か
り

ま
せ
ん
が
業
界
全
体
も
上
向
い
て
行
く
と
考

え
ま
す
。
そ
う
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
回
復

基
調
に
な
る
前
か
ら
様
々
な
問
題
に
取
り
組

ん
で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
の
組
織
改
革
を
今
井
前
理
事
長
の
時

に
取
り
組
み
は
じ
め
、
今
ま
で
の
事
業
を
見

直
し
ま
し
た
。
各
種
部
会
・
委
員
会
を
廃
止

統
合
し
、加
工
事
業
運
営
部
会
と
タ
ン
ゴ
オ
ー

プ
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
部
会
と
先
染
部
会
と
い

た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
本
部
組
織
も
見
直
す

と
共
に
、
各
部
会
に
は
理
事
役
員
を
振
り
分

け
、
様
々
な
問
題
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
で
き
る
体
制
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

加
工
場
は
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
時
期
に
合
わ

せ
ま
し
て
、
過
日
の
総
代
会
で
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
今
ま
で
の
Ａ
重
油
か
ら
Ｌ
Ｐ
Ｇ

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
燃
料
費
の
削
減
と
今
後

の
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
夏
に
は
盆
休
み

を
利
用
し
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
ア
ス
ベ

ス
ト
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
例
年

よ
り
長
く
休
業
し
ま
す
の
で
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
何
卒

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
に
お
け
る
加
工
事
業
は
将
来
、
日
本

の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で
す
。
徐
々
で
は
あ
り

ま
す
が
老
朽
化
し
た
設
備
を
順
序
立
て
て
更

新
し
て
行
き
、
安
定
し
た
加
工
運
営
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
丹
後
は
ち
り
め
ん
は
も
と
よ

り
帯
地
・
ネ
ク
タ
イ
他
、
様
々
な
テ
キ
ス
タ

イ
ル
が
生
産
さ
れ
て
い
る
産
地
で
あ
り
、

他
の
織
物
産
地
に
は
な
い
奥
深
さ
が
あ
り
ま

す
。
更
に
は
、
精
練
を
は
じ
め
多
種
多
様
な

加
工
技
術
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
丹
後

産
地
を
考
え
た
時
に
、
こ
れ
ら
素
晴
ら
し
い

技
術
を
広
く
国
内
外
に
発
信
し
、
世
界
中
か

ら
丹
後
に
来
て
「
も
の
づ
く
り
」
が
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
産
地
に
な
る
よ
う
に

と
思
っ
て
い
ま
す
。
和
装
は
も
と
よ
り
、
広

い
視
野
を
持
っ
て
丹
後
の
素
晴
ら
し
い
技
術

を
様
々
な
分
野
で
活
か
せ
る
よ
う
に
取
り
組

み
ま
す
。
そ
れ
ら
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
タ

ン
ゴ
オ
ー
プ
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
部
会
で
は
従

来
の
指
導
事
業
を
引
き
継
ぎ
次
の
世
代
が
夢

の
持
て
る
産
地
に
な
る
べ
く
、
新
た
な
販
路

開
拓
等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
役
員
改
選
で
は
じ
め
て
先
染
分
野

か
ら
副
理
事
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
先
染

の
組
合
員
に
と
っ
て
も
組
合
に
属
し
て
い
る

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

西
陣
織
工
業
組
合
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深

く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

京
友
禅
に
使
用
さ
れ
る
白
生
地
も
西
陣
の

帯
も
丹
後
が
生
産
の
拠
点
で
あ
り
、
京
都
全

体
、
広
く
見
れ
ば
日
本
全
体
の
和
装
産
業
を

支
え
る
産
地
で
あ
り
ま
す
。
京
都
府
・
各
市

町
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
西
陣
織
工
業
組

合
・
京
友
禅
協
同
組
合
連
合
会
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
各
産
地
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
、
丹
後
織
物
工
業
組
合
は
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
、
組
合
職
員
の
皆
様
の
将
来
に
向
け
て
組

合
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。



　

去
る
５
月
25
日
開
催
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、同
総
代

会
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
役
員
の
改
選
を
行
い
、理
事

14
名
・
監
事
３
名
が
満
場
一
致
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
開
催
の
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
に
お
い
て
理

事
長
以
下
常
務
役
員
の
互
選
が
行
わ
れ
、理
事
長
に
田
茂
井

勇
人
氏
、副
理
事
長
に
安
田
章
二
氏
、松
田
忍
氏（
先
染
代
表

理
事
兼
任
）が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
、同
時
に
代
表
監
事
に
は

塩
見
晋
氏
が
選
出
さ
れ
る
新
執
行
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

な
お
、任
期
は
２
年
で
す
。

与
謝
野
町
加
悦
地
区

　

担
任
理
事　

江 

原　

英 

則　
〔
再
任
〕
算　

所

与
謝
野
町
野
田
川
地
区

　

担
任
理
事　

渡 

邉　

正 

輝　
〔
新
任
〕
岩　

屋

　

理　
　

事　

山 

本　
　

 

徹　
〔
新
任
〕
幾　

地

与
謝
野
町
岩
滝
地
区
・
宮
津
市
・
伊
根
町

　

担
任
理
事　

前 

田　

正 

明　
〔
新
任
〕
岩　

滝

京
丹
後
市
弥
栄
町

　

担
任
理
事　

川 

戸　

洋 

祐　
〔
新
任
〕
和
田
野

京
丹
後
市
丹
後
町

　

担
任
理
事　

木 

本　

正 

樹　
〔
再
任
〕
大　

山

　

理　
　

事　

民 

谷　

共 

路　
〔
再
任
〕
三　

宅

京
丹
後
市
網
野
町

　

担
任
理
事　

安 
達　

昇 

平　
〔
再
任
〕
島　

津

　

理　
　

事　

池 
辺　

克 

嗣　
〔
再
任
〕
高　

橋

　

理　
　

事　

三 

浦　

和 
之　
〔
新
任
〕
浅
茂
川

京
丹
後
市
久
美
浜
町

　

担
任
理
事　

山 

﨑　

正 

一　
〔
再
任
〕
甲　

山

監
　
事

　

田 

中　

洋 

年   〔
再
任
〕
京
丹
後
市
大
宮
町
口
大
野

　

井 

上　
　

 

肇　
〔
新
任
〕
京
丹
後
市
網
野
町
網
野

　

今
回
の
改
選
に
よ
り
次
の
11
名
の
方
々
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
今
井
英
之
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
元
年
か
ら
理
事
長
と
し
て
組
合
の
運
営

は
も
と
よ
り
丹
後
織
物
業
の
振
興
発
展
に
そ

の
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

役
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
11

名
の
方
々
に
は
、丹
後
機
業
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
ご
功
績
、

ご
労
苦
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、今
後
も
引
き
続

き
丹
後
産
地
、組
合
の
発
展
の
た
め
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
15
日
発
行
の「
丹
後
織
物
」（
Ｎ
Ｏ
．８
８
０
）２
ペ
ー
ジ「
新
総

代
を
選
出
」記
事
に
て
総
代
の
う
ち
、先
染
部
門
に
て
１
名
の
記
載

漏
れ
と
広
幅
部
門
の
１
名
を
小
物
部
門
に
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、左
記
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
役
員
の
お
知
ら
せ

【
お
詫
び
】

理　

事　

長

　

田
茂
井  

勇
人   〔
新 

任
〕
京
丹
後
市
網
野
町
浅
茂
川

代 

表 

監 

事

　

塩 

見　
　

 

晋   〔
新 

任
〕

与
謝
野
町
岩
屋

副 

理 

事 

長

　

安 

田　

章 

二   〔
再 

任
〕

与
謝
野
町
後
野

副
理
事
長
兼
先
染
代
表
理
事

　

松 

田　
　

 

忍   〔
新 

任
〕

京
丹
後
市
大
宮
町
善
王
寺

丹
後
織
物
工
業
組
合
役
員
名
簿
（
敬
称
略
）

今　

井　

英　

之　
（
与
謝
野
町
）

田
茂
井　

康　

博　
（
京
丹
後
市
網
野
町
）

佐
々
木　

貴　

昭　
（
与
謝
野
町
）

池　

田　

寬　

樹　
（
与
謝
野
町
）

小　

山　

静　

雄　
（
与
謝
野
町
）

白　

須　

祥　

介　
（
与
謝
野
町
）

糸　

井　

宏　

輔　
（
与
謝
野
町
）

大　

場　

英　

樹　
（
京
丹
後
市
大
宮
町
）

篠　

村　

雅　

弘　
（
京
丹
後
市
網
野
町
）

谷　

口　

能　

啓　
（
京
丹
後
市
網
野
町
）

三　

田　

真　

之　
（
与
謝
野
町
）

先
染
部
門　

山
添 

末
男

広
幅
部
門　

宮 

眞
㈱

（
敬
称
略
）

新
執
行
部
体
制
発
足
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TANGO TEXTILE EXHIBITION 第72回丹後織物求評会
丹後織物工業組合 旧和装棟（昨年同会場）
2021年10月20日㈬〜 10月31日㈰
▶10月20日㈬	 第72回丹後織物求評会・審査会
▶10月21日㈭・22日㈮	 第72回丹後織物求評会・展示商談会
▶10月23日㈯	 丹後織物工業組合創立100周年記念事業
▶10月21日㈭〜 10月31日㈰	 展示一般公開
※7月中旬求評会出品募集を予定しています。詳細はＨＰ等でご確認ください。※8月18日㈬出品申込締切予定

この組織改編に合わせまして、これまで総務
１課渉外係で対応していました帯地稼働証明
書の発行や各種手続きなどの業務、新規事業
部で取扱いしています絹セリシン関連商品に
つきましては、上記の部署にてそれぞれ対応
させていただきます。組合員の皆さまには引
き続き組合運営にご協力いただきますようよ
ろしくお願い申し上げます。

＜各種手続き等対応部署＞
　・稼働証明書の発行、加入脱退の手続きなど ……… 総務課
　・残高証明書の発行、各種賦課金の取り扱いなど … 経理課
　・絹セリシン商品、機料品の販売 …………………… ＴＯＣ事業課

【お問い合わせ先】
総 　 務 　 課	 ０７７２-６８-５２１１
経 　 理 　 課	 ０７７２-６８-５３０４
ＴＯＣ事業課	 ０７７２-６８-５３０２
　　　　　　	 ０７７２-６４-２８７１（きぬもよふ関連）

ＦＡＸ／０７７２-６８-５３００（共通）
　　　　０７７２-６４-２１４６（きぬもよふ関連）

事務局長・総務課長兼経理課長

   安田　智幸　（総務部長・総務１課長兼務総務２課長）

TANGO OPEN CENTER 事業課長

   西田　浩一　（加工場 庶務課長）

    

    

  

（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
運
営
部
会
事
務
局
）

（
加
工
場
運
営
部
会
事
務
局
）

　　　　　　　　　　　 　　　 職員（管理職）人事異動のお知らせ　        R3.5.16  （　）は前任

出 

品 

募 

集

組
合
組
織
の
変
更
に
つ
い
て

　
５
月
16
日
か
ら
組
合
組
織
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。大
き
な
変
更
点
と
し
て
は
理
事
会
の
な
か

に
加
工
場
運
営
部
会
、Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）運
営
部
会
、先
染
部
会
を
設

け
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
理
事
を
中
心
に
組
合
運
営
を
推
進
し
て
い
く
体
制
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を

受
け
て
、従
来
の
品
種
別
部
会
、各
種
委
員
会
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、組
合
本
部
の
組
織
も
新
た
に
総
務
課
、経
理
課
、Ｔ
Ｏ
Ｃ
事
業
課
へ
と
変
更
し
て
い
ま
す
。
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　去る 6 月 2 日～ 6 月 8 日、大阪・阪急う
めだ本店（10 階『うめだスーク』中央街
区パーク）にて、丹後の魅力発信イベント

「NEW WeAVE NEW TANGO」（ 主 催：
NEW WeAVE NEW TANGO 実行委員会）
が開催され、織物関係のみならず、丹後地
域をベースとする工芸や食などの 26 ブラン
ドが一堂に会し、他業種と連携した丹後の
PR、販売が行われました。
　会場では、マスクの着用及び定期的な売
り場の消毒、来場者への過度な声かけの自
粛など感染予防対策を徹底しました。（※新
型コロナウイルス感染拡大の影響により土
日は休業）

　コロナ禍の影響が長期化していることを受け今年度、３産
地（西陣織、京友禅、丹後織物）の連携を促進して国内外の新
たな販路を開拓するシルクテキスタイル・グローバル推進コ
ンソーシアムが設立され、参画しています。
　その一環として、JETROと連携してJETRO連続講座を6
月14日より連続7回開催しています。参加希望者へはメール
にてご案内をさせていただきますのでinfo@tanko.or.jpまで
お知らせください。また、必要に応じてご参加いただける講
座などのご案内をHPにて掲載していますので、ご覧くださ
い。皆様のご参加お待ちしております。

１ 趣　旨
　シルク素材に関して洗練された意匠力と極めて高度な技
術力を有する京都の染織産地が、高級ファッションやインテ
リア分野等の世界的に市場拡大が進むテキスタイル市場に
参入するため、それぞれの分野でトップシェアを誇る西陣
織、京友禅、丹後織物の３つの産地が連携して、新たなマー
ケットを開拓するとともに、ものづくり体制の再構築を目指
して行う総合的な取組を支援する。

２ 事業概要
⑴ブランド総合戦略立案
　「京都」という世界的なブランドと３産地が有する意匠・技

術力などをベースとして、高級品市場における京都シルク・
テキスタイルブランド総合戦略（中期行動計画）を立て、計画
的な取組を推進。

　○３産地連携に向けた将来ビジョンの策定
　○産地ごとの振興計画の策定

⑵市場・販路開拓
　コロナ禍においても顕著に成長する国内外のシルク市場
に参入するため、JETRO等の伴走支援を受けながら世界的
な商談会に参加する他、試作品の作成等に対する支援を行う
ことで、国内外の新たな市場への参入を促進。

　○世界的な商談会への参加
　　例）JETRO主催商談会（米英仏伊）、インターテキスタイ
　　　　ル（中）、ミラノウニカ（伊）
　○アートオークションなど芸術と融合した市場への参入
　○国内外のバイヤー等を招聘した商談会の実施
　○新たな市場参入に必要な試作支援
　○国内外のシルクテキスタイル市場に関する情報提供

⑶ものづくり体制再構築
　分業体制の再構築から人材の育成まで、産地が共同で取り
組むべき課題を洗い出し、持続可能な産地基盤づくりを中期
行動計画に位置付けて推進。

令和３年度シルクテキスタイル・グローバル推進コンソーシアム事業参画

 阪急うめだ 丹後の魅力発信イベントが開催されました！
［NEW WeAVE NEW TANGO］

織物 KUSKA・たてつなぎ・TAMIYA RADEN・TANGO CREATION PLATFORM・丹菱・
PARANOMAD・filtango フィルタンゴ・丸仙・宮眞・山藤

工芸 AIKA CRAFT・いとをかし・大益牧雄・KUKU・SAPO JAPAN・藤織り工房 ののの・
yoru design

食 てんとうむしばたけ・かけはしブルーイング・上世屋獣肉店・kohachi beerworks・ミルク
工房そら・チャントセヤファーム・tangobar・もんどりや・YOSANO ROASTER KYOTO

［出展事業者一覧］
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○
今
年
の
役
員
改
選
で
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
理
事
の
人
数
が
20
名
か
ら
14

名
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
11
名
の
方
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
６
名
の
方
が

役
員
に
就
任
し
た
。
５
月
に
は
組
合
組
織
も
大
き
く
変
更
し
、
各
運
営
部
会

の
も
と
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
年
は
組

合
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
気
分
一
新
良
い
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
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編 集 後 記

※製造年はコンデンサ正面に貼られた銘板を確認下さい。※お取外し、お取替えはお客様のご負担でお願いします。

※保安装置、保安機構内蔵のコンデンサであっても、長期ご使用に伴う経年劣化により危険な場合もあります。
　定期的な点検と計画的な更新をお願いします。（日本電機工業会では低圧進相コンデンサの更新推奨時期は10年としています。）

低圧進相コンデンサで
なぜ火災に

設置例

製造年

長年ご使用の「低圧進相コンデンサ」は
発火の危険性があります

焼損した
コンデンサ

正常な
コンデンサ

工場･商店等で低圧200V～600Vの電力を
ご使用のお客さまへ

古い低圧進相コンデンサによる火災事故の未然防止としてご使用の停止とお取替えをお願いしております。

事故例

　この夏、気温が全国的に平年並みまたは高くなると予想されており、低圧進相コンデ
ンサによる火災の発生が多発することが懸念されます。このコンデンサは、電気機器の
力率を改善し電力の無駄を省く機器であり織機にも使用されており、昭和５０年以前
に製造されたものは保安装置が内蔵されていないため火災が起こる危険があります。
大事に至る前に、お近くの電気店等にご相談ください。

ご使用方法や周囲環境によって
は、経年劣化により、万一、絶縁
破壊した場合には金属容器また
は樹脂容器が破裂し火災に至る
危険性があります。

低圧進相コンデンサ
とは
低圧進相コンデンサは、工場の
モータで稼働する設備や店舗の
業務用冷蔵庫等の電気機器の力
率を改善する目的で配電板や配
電盤に設置されています。
※商品の外観はメーカーにより異なり
　ます。

☎03-3556-5885
一般社団法人

【お問い合せ先】
人と社会と技術の調和

日本電機工業会

熱中症予防情報サイトにおける
暑さ指数等の情報提供についてお知らせ

低圧進相コンデンサからの出火による火災に注意
自分は大丈夫と思っていませんか？

環境省熱中症予防情報サイト
https://www.wbgt.env.go.jp/

熱中症警戒アラート発表時の予防行動リーフレット
　近年、猛暑日等の発生が増加して
おり、熱中症により搬送者数が増加
傾向にある等、熱中症対策の必要性
がますます高まってきています。
　環境省では、熱中症患者の増加を
未然に防止するため、「環境省熱中
症予防情報サイト」において、熱中症
の基礎的な知識を始め、熱中症警戒
アラート・暑さ指数（WBGT）の活用
方法、高齢者や教育現場での熱中症
対策等、 実際の熱中症対策に役立
つ情報を提供されています。
　企業の皆様の熱中症予防対策に
ご活用いただきますようお知らせい
たします。

昭和50年（1975年）以前に製造された低圧進相コンデンサは、経年劣化により寿命
領域にあり、場合によっては火災に至る危険性があります。早急にご使用を停止し、お
取替えをお願いします。昭和50年（1975年）以前に製造された低圧進相コンデンサ
は、保安装置が内蔵されておりません。

保安装置の内蔵されていない
低圧進相コンデンサの識別方法
■保安装置が内蔵されていない
　低圧進相コンデンサを識別する
　ために、銘板を御確認ください。
■銘板の中に、
▶製造年
　▶保安装置内蔵、保安機構付
　　の表現があります。
・ 製造年については、1975年（昭和50年）以前のもの
・ 保安装置内蔵、保安機構付きの表現のないものが保
護装置を内蔵していない低圧進相コンデンサの対象品
です。

銘
板
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